
 
 
 
 
■応 募 数：１０事業 
■１次審査（書類審査）：令和３年８月１８日（水）  
■２次審査（プレゼンテーション審査）：令和３年８月２５日（水）  
■採択事業：４事業 
 

№ 団体名 事業名 担当委員 

1 ドタミファソラシ堂 アキハ フジンロック フェスティバル 

【１部会】 
渡邉、坂上 

【３部会】 
 花水、荒井 

2 
新津中央 
コミュニティ協議会 

田家～秋葉湖周辺案内地図設置事業 

【１部会】 
 小山、長谷川（隆） 

【３部会】 
伊藤(直) 

3 
あきは 
害獣対策プロジェクト 

クマ・イノシシなどの大型獣から命を守る 

安心安全なまちづくり 

【１部会】 
横山、土田 

【２部会】 

青木、保科 

【３部会】 

伊藤（治） 

4 
みそら野地区 
自主防災会 

楽しみながら防災を学ぶ「イザ！カエルキャ

ラバン！」を秋葉区で開催する 

【１部会】 
加納、白井、金子 

【２部会】 
 青木 

（応募順） 

令和３年度 採択事業 

資料 2 



令和３年度 秋葉区自治協議会提案事業 
「きらめきサポートプロジェクト」事業実施報告書 

 
令和 4 年 3 月 17 日 

団体名 ドタミファソラシ堂 
代表者 住所 新潟市秋葉区朝日 910-5 
    氏名 田中 美央 

 
１ 提案事業名 

  アキハフジンロックフェスティバル 

 
２ 事業内容 

「音楽で子育てを応援したい！」を合言葉に、子育て中のママが子どもと一緒に安心して参加でき、音楽を

楽しめるイベントを定期開催する。 

秋葉区文化会館、金津コミュニティセンターを会場に、新潟発歌のおねえさんとして活動している保育士シ

ンガーソングライターTAMi(タミ)のライブパフォーマンスや音楽付きの絵本の読み聞かせと空間演出、ピアノ

等の生演奏を行う。 

 

３ 総合評価（目的と成果） 

コロナ禍のため、11月から 2月までは zoom を使った毎月１回のオンライン開催となった。まん延防止等重

点措置の期間も重なったのでおうち時間に楽しんでいただくことができた。 

一方で zoom の操作に不慣れなママさんも多く、参加人数が思うように伸びなかった。ネットでの申し込み

方法や zoom の設定で戸惑う声が聞かれたため、今後の課題としていく。 

3 月は感染対策をとりながら金津コミュニティセンターにて 10 組限定の対面イベントを開催し喜んでいた

だけた。やはり対面開催を求めている声が聞かれた。 

 

日程 場所と開催方法 参加人数 

11 月 26 日(金) 秋葉区文化会館練習室 1よりオンライン配信 15 組 

12 月 18 日(土) 秋葉区文化会館スタジオよりオンライン配信 17 組 

1 月 22 日(土) まん防期間のため自宅からオンライン配信 8組 

2 月 25 日(金) 秋葉区文化会館練習室 1よりオンライン配信 11 組 

3 月 8日(火) 金津コミュニティセンターにて対面開催 10 組 

 

４ 今後の取り組み（次年度以降） 

4 月より、アキハフジンロックフェスティバルとして金津コミュニティセンターで月１回開催を継続していき、「秋葉区

発で楽しいことをやっているよ」ということをまずは子育て世代の方に知ってもらえるよう取り組んでいく。イベントを

通じて交流していく中で、ママのホッとできる居場所となり、当初の提案である「イベントに関わりたい」「秋葉区で子育

てしたい」というママさんが増えていくことを目標として続けていきたい。 



５ 実施状況写真（※ 別紙でも可） 

 

 



令和３年度 秋葉区自治協議会提案事業 
「きらめきサポートプロジェクト」事業実施報告書 

 
令和 ４年 ３ 月 18 日 
団体名 新津中央ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会  
代表者 住所 新潟市秋葉区新津本町 3-11-15  
    氏名 中村 信也 

 
１ 提案事業名 

       田家～秋葉湖周辺案内地図設置事業 
 
２ 事業内容 

       妙本寺周辺（泉の道）・水無堤周辺・諏訪神社周辺の 3 か所に 
       900×600ｍｍの案内地図を設置 
 
３ 総合評価（目的と成果） 

初めて秋葉山やその周辺を訪れた人にとって、わかりづらい場所だということでこの事業が開

始された。どこにどんなものがあり、ここを歩いていくとどこに出るのか、どこに繋がっている

のか、何よりも自分が今どこにいるのかもわかるように、分岐点案内地図を設置して誰もが安心

して安全に散策を楽しむことができるようにということを目標にした。 
今回は、田家地区を重点的に取り上げ、秋葉丘陵の裾野に点在する泉の道の紹介と田家地区の

町めぐりに役立つように設置した。こういった地道な事業によって秋葉山とその周辺への市民の

認知度が向上し、秋葉区以外の人々も秋葉山やその周辺を訪れやすくなり、遊歩道を活用して新

津の歴史・文化にふれる人たちが増えることを期待している。 
 
 
４ 今後の取り組み（次年度以降） 

今回は田家周辺であったが、来期もきらサポに応募し、昨年実施したＭＴＢコース、キャンプ

場、秋葉湖周辺等々に分岐点案内地図を設置し、更に歩きやすく魅力あふれる地域づくりを目指

したい。 
 
 
５ 実施状況写真 

        別紙を参照ください。 









令和３年度 秋葉区自治協議会提案事業 
「きらめきサポートプロジェクト」事業実施報告書 

 
令和４年３月１８日 
団体名 あきは害獣対策プロジェクト 
代表者 住所 新潟市秋葉区矢代田 182-1 

         氏名 村上 勝行 
 
１ 提案事業名 

  クマ・イノシシなどの大型獣から命を守る安心安全なまちづくり 
 
２ 事業内容 

県や地元コミュニティ協議会からご協力いただき、住民対象の勉強会やパンフレット配布などの啓蒙活動を行う。

また訓練を実施することにより地域住民一人一人の意識の向上と継続を図る。 

 
３ 総合評価（目的と成果） 

目的・・・子ども、住民、農作物をクマやイノシシなどの大型獣から守る。 
 
成果 
子どもにはパンフレットを作成し、秋葉区内の幼稚園、小中学校の園児、児童、生徒に配布した。秋葉区全世帯

配布も考えたが、見てもらいたいターゲットが子どもと保護者であったので、区にお願いして各学校へ配布して

もらった。パンフレットのイラストは金津中学校の生徒に書いてもらった。この生徒たちはイラストを描くこと

によって身の守り方をより理解できたと思う。(新潟日報取材) 
尚、パンフレットは県庁、市役所、区役所や里山に近い地区(金津、新関、山の手)の施設(郵便局、里山ビジター 
センター、コミュニティセンター、その他協力施設など)にも置いてある。 
 
金津地区でイノシシからの農作物被害があり、住民の方が監視カメラを取り付け、9 月中旬に親 1 頭、子 7 頭の

イノシシの親子を写真で捉えた。その写真データをもらい、啓蒙活動を含め SNS で発信したところ 9 月 28 日

Teny(テレビ新潟)から取材があり、翌 29 日に放送された。県内ニュースに流れたことで大きな注意喚起になっ

た。 
また 12 月 12 日「秋葉区民をクマ・イノシシから守るために」と題した勉強会を開催した。今年度のきらサポが

スタートする前(７月)にも勉強会を開催し、秋葉区内や新潟県内での大型獣の現状や対策、遭遇した時の対処法、

農作物の被害対策などを学んだ。実際に秋葉区内での被害状況を写真で見てもらい、対策方法など講師から分か

りやすく教えていただいた。 
 
４ 今後の取り組み（次年度以降） 

秋葉区と協力し安心安全なまちづくりができるよう今後も活動や出没訓練なども行いたい。 
新潟県や協力団体から、地域と行政、関係団体が一緒になって被害対策に取り組んでいる地域がないので、モデ

ル事業として取り組みを教えてもらいたい、との意見があるので引き続き、行政と協力して活動を進めていきた

い。 
 
５ 実施状況写真（※ 別紙） 
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令和３年度 秋葉区自治協議会提案事業 
「きらめきサポートプロジェクト」事業実施報告書 

 
令和４年１月１２日 
団体名 みそら野地区自主防災会 
代表者 住所 秋葉区みそら野３－５－５ 

      氏名 細川 陽祐 
 
１ 提案事業名 

「楽しみながら防災を学ぶ『イザ！カエルキャラバン！』を秋葉区で開催する」 
 
２ 事業内容 

イザ！カエルキャラバン！を考案した NPO 法人（全国の防災訓練を支援）から講師・スタッフを派遣し

てもらい、主催者側（自主防災会役員）にワークショップを通じて防災活動の必要性を改めて認識しても

らうと共に、防災イベントの開催ノウハウを学ぶ。 
ワークショップを通じて学んだノウハウを活用して、実際に防災イベントを開催・運営する。 
 
３ 総合評価（目的と成果） 

事業の 1 番の目的である「将来の秋葉区を担っていく子どもたちに防災に興味を持ってもらえるような

防災イベントを開催する」及び「子供を連れてくる若い親世代にも防災の必要性を感じてもらう」につい

ては、参加者へのアンケート結果（※）からも概ね達成できたと言える。 
また、スタッフアンケートの結果（※）及び 12 月 11 日に開催した振り返り（反省会）においては、次

回開催に向けた改善点など前向きな意見が多く出され、来年度に向けた開催ノウハウを一定程度獲得で

きたと考えている。 
さらに、今回の開催にあたって地域の様々な団体（自治協議会、社会福祉協議会、新潟市防災士の会、亀

田地区公民館、NPO 法人プラス・アーツ、NPO 法人ふるさと未来創造堂）及び関係者との繋がりができ

たことは、今後の防災活動に大いに役立つと考えている。 
※アンケート結果については、別紙 1 及び 2の通り 

 
４ 今後の取り組み（次年度以降） 

事業提案時に記載の通り、次年度以降は新津第二中学校の生徒に運営側の役割を担ってもらいたいと考

えている。今年度は新型コロナウィルス感染状況の見通しが不透明であること、また中学生へのワクチン

接種が行き渡っていない状況であったことから、中学生への運営の協力依頼は行わなかったが、イベント

終了後の 12 月 17 日に新津第二中学校の先生に今回のイベント内容の説明及び次年度の協力依頼をし、

「防災学習と絡めた形で協力させてもらえれば」と前向きな回答をいただいている。 
来年度については自主防災会役員と中学生の協力の元に開催することを目指す。以降も同様に毎年継続

していけるように学校側に働きかけを行う予定。 
 
５ 実施状況写真 

別紙 3の通り 



参加者アンケート 集計結果

参加者数　 子ども 2 8 名、 大人2 4 名　 計5 2 名
アンケート 回答数： 4 0

ロープワーク を 除く 全てのプログラ ムで「 良かっ た」 ＋「 まあ良かっ た」 の割合が8 5 ％を超えている。
（ ※ロープワーク についても 、 未回答者を除く と 約9 0 ％）

小学生以下 中学生 大人 未回答 合計 傾向

⓪防災手帳 0
①A ED 4 1 2 7 年代問わず
②毛布担架 1 4 5 大人の割合高い
③防災工作 5 1 1 1 8 子ども の割合高い
④お家の防災
グッ ズなあに 2 1 3 子ども の割合高い
⑤き けんはっ け 2 2 大人の割合高い
⑥越後天然ガス 2 2 4 1 9 年代問わず
⑦水消火器 2 2 子ども の割合高い
⑧ロ ープワーク 0

プロ グラ ムによ っ て「 子ども の評価が高い」 「 大人の評価が高い」 「 年代問わず」 が分かれる 結果と なっ た。

課題と 感じ ているこ と については 遊び感覚で学べればと いう 方が多い
参加者によ り さ まざまである様子が伺える コ ロ ナが落ち着いたら と いう 回答は少なかっ たが、 今回参加者し た方に

聞いている ので、 不参加の方に聞く と 違っ た傾向と なる 可能性も ある
豪華な参加賞や抽選会に期待する 声も 比較的高い
不参加の方はも っ と 多いかも ？

＜その他自由意見＞
・ ゲーム感覚ででき て楽し かっ た。
・ 災害があっ たら （ 今日の経験を ） 使っ ていき たいです。
・ 防災のこ と が学べたので活かし ていき たい
・ と ても 分かり やすく て楽し かっ た
・ わなげがたのし かっ た
・ 初めての参加でし たが、 改めて重要な事を 知り まし た。
・ 毎日いき たいです。
・ 防災に関し て日頃から 意識をし なければいけない事ですが、 つい後回し にし がち なので良かっ たです
・ 参加でき てよ かっ たです。 またこ ち ら で開催し ていただき たいと 思います。 （ ペッ ト 防災についても 、 是非ご検討いただけたら と 思います。 ）
・ ニュ ースで災害状況を見ても 他人事と 思いがち 。 水や食料など備えておかなければいけないモノ を 備えよう と 思っ た。
・ し ょ う かき がたのし かっ たです。
・ ぼう さ いのこ と がよ く わかっ た。
・ 担架で人をはこ ぶと き のほう ほう がおも っ たよ り も 分かり やすく 、 消火器がと ても 重かっ たのでびっ く り し まし た。
・ 今年は町内での防災訓練がコ ロ ナで実施でき なかっ たので、 こ のよう な形で意識付けができ てと ても 良かっ たです。

特に良かっ たプログラ ム（ 年代別）

小学生以下 中学生 大人 未回答

①AED ②毛布担

架

③防災工

作

④お家の防災

グッズなあに
⑤きけんはっけ

ん

⑥越後天然ガ

ス
⑦水消火器

24
10

4
1 0

1

防災手帳

29

8

2 00
1

AED

プログラ ムごと の評価

良かっ た まあ良かっ た 普通 あまり 良く なかっ た 良く なかっ た 未回答

27

8
4

1 0 0

毛布担架

30

7
3

00 0

防災工作

26

10

4

00 0

お家の防災

グッズなあに

27
7

4 0 0 2

きけん

はっけん

32

4
4

00 0

越後天然

ガス

29

6

2 0 0

3

水消火器

21
53

0

0 11

ロープワー

ク

28%

18%

24%

15%

9%

6%

課題に思う こ と

日頃から何を備えておけ

ば良いか不明

災害時何をしたら良いか

不明

集合場所を決めていない

平日に若い人がいない

特になし

10%

44%

7%

15%

22%

2%

来年度参加の条件

無条件

遊び感覚

コロナ落ち着いたら

参加賞豪華

抽選会

その他

30%

52%

18%

男女比

男性

女性

未回答

47%

11%

9%

25%

8%

年代
小学生以

下
中学生

20代

30代

40代

39%

5%
42%

7%

7%

イベントを知ったきっかけ

小学校で配られたチラ

シ

お店等に置かれたチラ

シ

友人・知人

新潟日報の記事



スタ ッ フ アンケート 結果

N o .
1 ＜アンケート の結果から ＞
2 (1 )各プログラ ムの事前準備（ 練習） 不足
3 ・ スタ ッ フ も 一通り 参加者と し てやっ てみたら 良かっ たのではないか
4 （ 例えば午前中の準備完了後、 午後始まるまで）
5 ・ 見ないでも 言えるく ら い練習をし た方が良い
6 ・ 初めての人ばかり だっ たので、 経験者と 一緒にやれると 良い
7 ・ も う 少し 個々の実施方法を詳し く 知り たかっ た。
8 ⇒今回は練習する／し ないも 各班に任せてし まっ たため、 当日の午前中の準備の後に
9 　 初めて練習し た班が多かっ た。 次回は強制的に事前に各班で練習する機会を設け

1 0 　 不明点があっ たら 問合せするなどし て確認するよう にする。
1 1 (2 )時間配分に工夫が必要
1 2 ・ 時間がかかるプログラ ムは2 つに分ける等の工夫が必要
1 3 ・ 各テーブルに「 現在参加中のグループ」 の表示があれば良かっ た
1 4 ・ 各テーブルに役員を配置し て、 次のプログラ ムを 案内する等の工夫が必要
1 5 ⇒今回は人手が不足し ていたため、 配置できなかっ た。 来年度以降、 中学生に手伝っ て
1 6 　 も ら えるよう であれば配置可能。
1 7 　 ⇒防災士を も っ と 活用すれば良い。 （ ただし 、 謝礼が必要なこ と を 考慮する）
1 8 ・ 説明が長く 、 子ども が飽きてし まっ ていたプログラ ムがあっ た

⇒1 ～1 0 まで全て説明するのではなく 、 取捨選択すべき だっ た（ 事前の練習不足）
N o . 悪かっ た（ う まく 行かなかっ た） 点 どのよう にすれば良かっ たか

1
各テーブルに表示する物がなく 、 迷っ ていたグループが
あっ た

表示物を掲出すれば良かっ た
・

2 参加者司会共にマスク の為、 お互いの声が聞こ え難い も う 少し コ ンパク ト にし て声が通り 易い様工夫が必要 ・ 揃えら れる道具は町内会と し て揃えておき 、 いつでも 練習できるよう にし てはどう か
3 上手に説明できなかっ た も っ と 大き な声でゆっ く り 話をすればよかっ たと 思います
4 声が届きづら かっ た 間仕切り やマイ ク などの用意

5 1 5 分と いう 時間は短かっ た様に思う
1 つの部署のみ多く の時間はと れないと 思いますが、 工作は
も う 少し 時間を

6
説明する上で作り 方のこ と ばの言いまわし が難し かっ たで
す。

事前に作り 方の練習をし て、 説明の仕方も シュ ミ レーショ
ン（ 対人で） すれば良かっ たと 思いまし た。

・

7
時間配分がむずかし かっ たら し く 、 次のプログラ ムを 待っ
ていた人も いた

・

8
最初は、 説明の流れをつかんでいなかっ た為、 事前に良く
確認し たほう が良かっ た。

本番を 行う 前に打合せを 十分に行い、 役割分担を 詳細につ
めておく ほう が良い

・

9
準備期間が少なかっ た為、 来ら れた方に良い説明が出来な
かっ た

コ ロナ禍と いう こ と も あっ たが、 事前の準備がも う 少し で
きれば良かっ た

1 0 子ども のみのグループにやっ ても ら う のが難し かっ た 子ども 用の軽いカ エル人形の準備
1 1 使い方があまり 良く 分から なかっ た 練習を し っ かり すれば良かっ た ＜次年度に向けて＞
1 2 進行が慣れていなく 、 スムーズに行かなかっ たこ と 。 班に1 人ベテラ ン等慣れている方がいると 助かり ます ・
1 3 準備、 練習の期間があると 良かっ たと 思う 事前準備は大切だが、 時間を作るのは難し いと 思う

1 4
プログラ ムによっ て1 5 分以内に終わるも の／終わら ないも
のがあり 、 待ち時間が発生し たプログラ ムがあっ た

時間が長く なるプログラ ムで、 説明の内容で時間を短縮で
きるも のは短縮する、 難し いも のは2 プログラ ム分時間を取
るなどの工夫が必要

N o . ＜その他の意見＞

1 ・
2 ・
3 ・
4
5
6

7

8
9

1 0
1 1
1 2
1 3
1 4

1 5

全体を通し て感じ たこ と

社会福祉協議会の補助金も 活用し てはどう か

結小学校、 荻川小学校に案内チラ シの配布を依頼し たが、 来年度は回覧も 検討する。

「 小学生以下の子ども と 保護者」 の想定をやめるか、 やめる場合は実施する
　 プログラ ムの変更も 併せて検討する。

今年度は「 き ら めきサポート プロジェ ク ト 」 の採択が決定し てから 本格的な検討、
準備をせざるを得ず、 開催2 週間前から の参加者募集と なっ てし まっ たが、
来年度は独自で実施するため、 その分余裕をも っ て募集をかけるよう にする。
（ 余裕をも っ て日程を決めればスタ ッ フ も 都合を つけやすい。 ）

起震車は人気がある。 ただし 、 コ ミ 協と し て借り る形と なる

寒い時期は暖房などの対策が必要だと 思います。
感染防止策の周知徹底
コ ロナ禍で難し いと こ ろ も あるが、 参加者の事前打合せが密にできたら 良い
初めてだっ たので段どり など早めに対応し ていたら いいと 思う 。 全体にスムーズに行っ たと 思う 。

小さ い子のあきない工夫、 寒さ 対策

参加し て下さ っ た方は楽し んで防災の知識を得てく れたと 思う が、 そも そも 参加し ない人をどう やっ て参加さ せるか
が課題

こ の経験をふまえて準備が大切
時間の使い方を工夫する
コ ロナ禍でなく 、 平常時であれば人数制限なく 多く の人に参加し ても ら えて良いイ ベント になると 思っ た
担当分野の知識を 身につけて臨みたい
慣れた頃に終了する為、 イ メ ージト レ ーニングが大切である。
改善点なし 。 来年度も 同じ よう に実施。
（ 次回は） 他のプログラ ムも 取り 入れた方が変化があっ て良いのではないかと 思う

コ ミ センを通じ て周知を し ても 良かっ たのではと 思いまし た。 結果的に多勢の方が来ら れたので良かっ たです。
みそら 野のみなさ ま大変お疲れさ までし た！

多く の方が参加し てく ださ り 良かっ た

説明内容など分かり やすかっ た
事前の打ち合わせ等あまり 無かっ た割にと どこ おり なく 進行できた
事前の準備が良く 、 すべて順調に遂行さ れた
子供たちが皆楽し く やっ ていた点

良かっ た（ う まく 行っ た） 点

時間内に話し 終えた

参加し た皆さ んが楽し く 取り く んでく れたと こ ろ
ほと んど準備も なかっ たが、 借り ら れたも のがあっ たのでやり やすかっ た
子供達が楽し く 、 真剣に取り く んでく れて良かっ たです
子ども たちと 会話をし ながら 行っ た。 導入がう まく いっ た
毛布担架の作り 方を知っ ても ら えた点
今まで分から ない事を知るこ と ができ た
チームワーク 良く 役割分担ができた
話し 方、 説明のやり 方がだんだんう まく なっ た
防災意識が高まっ た
子供達が楽し く 防災を学べた、 特に消火器の出る時間は殆どの人が分から ず、 正解を 言う と 大人も ビッ ク リ し ていた
初めて作るお子さ んでも 簡単に作れる内容で良かっ たです。
子ども が折紙感覚で楽し んでコ ッ プ食器を作っ ていた
全体的に成功

⇒区役所にさ つき ちゃん人形の古いも のがある

⇒正解し た子供にちょ っ と し たお菓子（ チョ コ レ ート 等） を渡すのも 有効
災害を経験し た人が少ないので、 空いている時間に被災者の体験談のDV D等を 見ても ら っ
たら どう か（ 危機意識の向上にも なる）

⇒みそら 野PTA （ 中学部） に依頼し て当日視察に来ていただき、 中学生に運営側と し て
　 携わっ てほし い旨を説明済み。 来年度への引継ぎと し ていただく 予定。
　 また、 1 2 /1 7 に新津第二中学校に来年度の協力依頼に行く 予定。

せっ かく 子供が集まっ たのなら 1 0 分でも 1 5 分でも 防犯の話をし ても 良いのでは

＜アンケート 以外の反省点＞
(1 )参加者が少なかっ た。 （ 子ども 2 8 名＋大人2 4 名 計5 2 名）

事業提案時に「 来年度以降は、 PTA  と も 連携し て新津第二中学校の生徒に運営側の
役割を担っ ても ら いたい」 と し ている。



イベント当日の様子（2021/11/28（日）） 

  

お家の防災グッズなぁに（在宅避難の備え）       同左 

 

  

防災まちがいさがし「きけんはっけん」         毛布担架でタイムトライアル 

 

  

AED（消防団による指導）               防災工作（ポンチョ作り、紙食器作り） 


